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研究成果の概要： 
現在、小・中学校において、 LD・ADHD・高機能広汎性発達障害の児童生徒に対する指導お

よび支援が緊急の課題 となっている。しかし、これらの発達障害は、それぞれ独立の障害とい

うよりも、互いに重なりあう部分も少なくなく、そのアセスメントは専門家であっても容易で

はない。そこで、本研究では、確率的に発達障害をアセスメントするエキスパートシステム（専

門家の推論や判断に近い振る舞いをするソフトウェア）の構築を行った。 
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１．研究開始当初の背景 
現在、小・中学校において、通常の学級に

在籍する LD・ADHD・高機能広汎性発達障

害の児童生徒に対する指導および支援が緊

急の課題 となっている。しかし、これらの

軽度発達障害は、それぞれ独立の障害という

よりも、互いに重なりあう部分も少なくなく、

そのアセスメントは専門家であっても容易

ではない。例えば、「学校での勉強で、細か

いところまで注意を払わなかったり、不注意

な間違いをしたりする」児童生徒が、ADHD

である確率は高いと判断されるが（文部科学

省，2004）、このような特徴をもつ LD 児、

高機能広汎性発達障害児も少なくない。すな

わち、軽度発達障害児が示す個々の行動特徴

と、その中核をなす障害との間には、一定の



不確実性が仮定され、Ａ（ある行動特徴）な

らばＢ（ある軽度発達障害）といった単純な

図式に基づくアセスメントは慎重であるべ

きなのである。 
 

２．研究の目的 
そこで、本研究では、「軽度発達障害児の

行動特徴と、その中核をなす障害との間には、

一定の不確実性が存在する」との前提にたち、

確率的に軽度発達障害をアセスメントする

エキスパートシステムの構築を試みる。この

エキスパートシステムが実現すれば、専門家

に近い軽度発達障害のアセスメントが可能

となり、現場の教師を支援する実用的なツー

ルになると考えられる。なお、エキスパート

システムとは、知識ベースと推論エンジンか

ら構成され、専門家の判断に近い振る舞いを

するプログラムのことである。 
 

３．研究の方法 
(1)対象 

 幼児期後半、あるいは児童期前半に発達障

害の診断がなされた 68例。これらの事例は、

乳幼児健診や心理士による発達アセスメン

トの記録が残されているケースであり、その

診断の内訳は、言語性 LD 6 例、ADHD 14

例、高機能広汎性発達障害（以下 HFPDD）

43 例、LD & ADHD 1 例、LD & HFPDD 1

例、ADHD & HFPDD 3 例であった。 

(2)calibration sample 
 エキスパートシステムの最適化を行うた

めに、上記 68 例からランダムに抽出した 40

例を calibration sample とした。その内訳は、

言語性LD 3例、ADHD 9例、HFPDD 26例、

LD & ADHD 1 例、LD & HFPDD 1 例であ

った。 

(3)cross-validation sample 
 calibration sample 以外のサンプルを

cross-validation sample とした。これらのサ

ンプルは、calibration sample で最適化され

たエキスパートシステムの交差妥当性を検

証するために用いられた。その内訳は、言語

性 LD 3 例、ADHD 5 例、HFPDD 17 例、

ADHD & HFPDD 3 例であった。 

(4)アセスメントに使われた項目 

①乳児期の人見知りの有無 

②１，２歳児期の発達全般の遅れ 

③１，２歳児期の言語発達の遅れ 

④１，２歳児期の多動性 

⑤１，２歳児期の固執性 

⑥１，２歳児期の注意の欠如 

⑦１，２歳児期の情動統制の困難性 

⑧１，２歳児期の視線の合いにくさ 

⑨認知的機能の大きな個人内差 

⑩人との関わりの乏しさ 

⑪仲間関係のトラブル 

⑫集団における多動性 
 
４．研究成果 

(1)エキスパートシステム 

 それぞれの対象が、LD、ADHD、HFPDD

である確率を算出するプログラム（C 言語に

よる）を作成した。プログラムは、基本確率

による知識ベース、および基本確率の結合を

行う推論ユニットから構成された。知識ベー

スは、予測する障害によって異なるが、推論

ユニットは共通であった。 

(2)知識ベース 

 アセスメントに使用する 12 の項目につい

て、それぞれ 3 水準、3 種類の基本確率が割

り当てられた。例えば、１，２歳児期に発達

全般の遅れがある場合、境界域の遅れがある

場合、遅れがない場合において、それぞれに

LD を予測する確率、LD を予測しない確率、

どちらとも言えない確率が割り当てられた

（基本確立の割り当ては、ADHD、HFPDD

においても同様）。 

(3)エキスパートシステムの交差妥当性の検

証 



 calibration sample において最適化された

エ キ ス パ ー ト シ ス テ ム の 結 果 、

cross-validation sample にこのシステムを

適用した結果を Table.1 に示す。この表では、

80%を判別点として、それを超える値の場合

に、その障害であると分類した。 

 まず、ADHD の結果を見ると、calibration 

sample、cross-validation sample のいずれに

おいても、的中率を示す指標はいずれも高く、

κ係数も 0.9 前後の値となっている。したが

って、ADHD のアセスメントにおいて、本シ

ステムは高い的中率を有すると共に、高い交

差妥当性を有すると言える。 

 なお、両 sample において、specificity が

0.95 前後の値となっているが、これはいずれ

も HFPDD と診断されている事例を、

HFPDD＋ADHD とアセスメントしたこと

による。 

 次に、HFPDD の結果を見ると、calibration 

sample において的中率を示す指標は 1.0 と

なっており、このシステムが完璧に個々の事

例をアセスメント出来ていることを示して

いる。しかし、cross-validation sample にお

いて、specificity が 0.625 となっており、

calibration sample の値をかなり下回る結果

となっている。その他の的中率を示す指標は、

高い値を示しており、またκ係数も 0.6 を超

えていることから、その的中率そのものは決

して妥当性を欠くものではないが、先の

ADHD の結果などと比較すると、交差妥当性

がやや低いと言わざるを得ない。 

 cross-validation sample に お い て 、

specificity がやや低い値となったが、これは

いずれも ADHD と診断されている事例を、

HFPDD とアセスメントしたことによる。こ

れらの結果は、上記の ADHD の specificity

の内容と一致しており、本システムが、わず

かではあるが、ADHD の事例を ADHD＋

HFPDD 、 あ るい は HFPDD の 事 例 を

HFPDD＋ADHD とアセスメントする可能

性があることを示すものである。 

 最後に、LD の結果を見ると、calibration 

sample、cross-validation sample のいずれに

おいても、的中率を示す指標はいずれも 1.0

であり、本システムが、完璧に個々の事例を

アセスメントすることができていることを

示している。したがって、LD のアセスメン

トにおいては、本システムは高い的中率を有

し、かつ交差妥当性も高いと判断される。 

(5)考察 

 本研究では、ADHD、HFPDD、LD を確

率的にアセスメントするエキスパートシス

テムの臨床的応用性を確認するために、その

交差妥当性の検証を行った。その結果、

ADHD、および LD のアセスメントにおいて

は、本システムが高い的中率を有し、かつ高



い交差妥当性を有することが証明された。一

方、HFPDD においては、calibration sample

において、高い的中率を示したものの、

cross-validation sample に お い て 、

specificity の値が低下し、交差妥当性がやや

劣ることが明らかとなった。 

 HFPDD の cross-validation sample にお

いて、specificity が低下した理由は、本来、

ADHD と診断されていた３つの事例を、

HFPDD と診断したことによる。つまり、こ

れらの事例を、ADHD＋HFPDD と本システ

ムはアセスメントしたのである。 

 これらの３つの事例のローデータを確認

すると、いずれも他者との社会的、情緒的交

流が見られないこと、また３事例のうち２事

例において乳児期人見知りをしなかったこ

となどが記録されており、HFPDD としての

特徴を有している可能性は否定されない。 

 このような結果は、ADHD の calibration 

sample、cross-validation sample において、

本来 HFPDD と診断されている３つの事例

が、本システムにおいて HFPDD＋ADHD と

アセスメントされている結果と類似してい

る。これらの３つの事例についてもローデー

タを確認すると、いずれの事例とも、多動で

仲間関係においてトラブルが絶えないこと

が記録されている。また、これら３事例のう

ち２事例において、注意が持続せず、散漫で

あることが記録されており、ADHD の可能性

が全く否定されるわけではない。 

 こ の よ う な HFPDD と ADHD の

comorbidity の現象は、過去の研究において

もよく知られており、Lee & Ousley（2006）

のレビューによれば、PDD 児のおよそ 20%

から 80%が ADHD の特徴を有するとされて

いる。また、Sinzig ら（2008）のおいても、

ADHD、PDD の行動上の問題が、共通して

実行機能の欠陥によって説明されており、両

障害が現象的にだけでなく、神経生理学的に

も極めて近い障害であることが示されてい

る。 

 本システムにおいて、specificity において

やや劣ることが示されが、sensitivity は極め

て高く、本来の診断を逸したケースは、68

例中１例（約 1.5%）に過ぎなかった。した

がって、本システムの cross-validation にお

ける specificity の課題は、本システムの妥当

性を低めるものではなく、comorbidity の問

題をアセスメントする上で、むしろ積極的な

意味を有すると判断される。 
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